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緒 言

リボ核 酸(RNA)の 研 究 はCaspersson1),

天野2),古 賀3)等 に よ り紫 外 線 顕 微 鏡 に よ る

研 究 が始 め られ,古 来 問 題 に され た原形 質 内

の好 塩 基性 物 質 は著 る しい 紫 外線 吸牧 性 を現

は しFeulgen氏 反応 陰 性な る ことよ り リボ核

酸 に他 な らぬ と され た(Caspersson).

一方BrachetやStowell(1945年)は チ オ

ニン,ピ ロニ ン,ト ル イ ジン青等 の塩 基性 ア

ニ リン色 素 で異 調 染 色(MTCH)を 伴 う好 塩

基性 細 胞 質 は, Ribonucleaseを 作 用 さす と好

塩 基性 が 消失 して同時 に紫 外線 吸收 性 を失 ふ

所 か らRNAで あ る と確 証 した.

先 に当教 室 で は浜 崎 教 授小 西氏 は 二十 日鼠

につ き,永 野氏4)は 白鼠 に つ き,藤 田氏5)は 家

〓 雛 につ き全身 主 要 臟 器 に於 け るRNAの 系

統 的 な研 究 を行 ひ,細 胞 内 のRNAの 分 布 は

Caspersson及 び天 野,古 賀 の紫 外 線 吸收 像 に

一 致 し,な ほBaryt水 分 別 はRibonucleaseに

よる消 化 と同 一 の成 績 を示 す ことを発表 した.

私は前篇に於 て犬の主 要臟器についてケ ト

エ ノル物質 の検査成績を報告 したが,之 と関

連 して今回はRNAの 分布 に関す る実験をな

し一定の所見を得 たので発表する.

實驗材料及び實驗方法

実験動物 には体重雌5kg雄5.5kg生 後約1

年の健康 な犬各一匹(実 験 Ⅰ).及び体重14kg

生後約6ケ 月の発育過程 にある健康な犬一匹

を用ひいた.(実 験 Ⅱ).各 主要臟器の小片を

無水硫酸銅加純 アル コール固定 となし6μ の

パ ラヒン切片 となし0.5%チ オニン水溶液で

5分 染色,水 洗後95%,100%ア ル コールに

て30～60秒 分別 した標本 を鏡検 した.RNA

顆粒は異調染色を起 し,こ の紫色 に染 ること

及 び次に述べ る分別法 によつて鑑別せ られる.

即 ち0.3% Baryt 水或は過 クロール酸分別15

時 間 を な した標 本 に チ オ ニン染 色 を施 し

Ribonuclesse消 化試験 に代用 した.Baryt水

分別は時に過 クロール酸分別に比 し分別不充

分 の こともあるが大体大差ない ことを確めた
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組 織 所 見

1) . 心臟:心 筋纎維は淡青色 に染 り筋漿

内に顆粒を認めない.核 の染色質はMtchを

呈し核小体が濃紫 色に染 つている.Baryt水

分別によ りて も核のMtoh及 び核小体 の呈色

性は維持 されている.心 筋間質 には肥胖細胞

が散在 し,胞 体内顆 粒はBaryt水 分 別によ り

かなり脱色 され るがなほ少数の顆粒は残存す

る.

2)　脾 臟:被 膜及び梁材に淡青色に染 り

大淋巴球網状織 細胞 の核 周及び胞体内には時

に微細な紫色顆粒 の散在す るのを見 る.こ の

顆粒はBaryt水 分別に よ りて もな ほ少 数 認

められ る故真 のRNA顆 粒は僅かに存するの

みである.細 胞核は一般 に濃紫色 に染 り殊 に

淋巴球核が濃染 している.核 はBaryt水 分 別

によ り変化を認めない.

3). 淋巴腺:被 膜及び梁材 は淡青色に染

り淋巴球 の核はMtchを 示 し核に外接 して微

細な顆粒が極 く少数散在す る,網 状織細胞の

原形質内に甚だ微細な境界不明 のMtchを 示

す物質 を見 る之 等 物 質 はBaryt水 分 別によ

つて多 くは消失す る.

4). 肺臟:肺 胞上 皮細胞 の核は紫色に染

つているが原形質内に顆粒 を認めない.肺 胞

中隔の組織球,単 核球 の一部は肥胖細胞様 の

1μ大 の顆 粒 を含 有 している,Baryt水 分別

によ りて も肺胞 中隔にある細胞内になほ微細

顆粒を少数に見る ことが ある.

5). 腓腸筋:筋 纎維 の核はMtchを 示 し

内に1μ 大 の顆粒を現はすが原形質内に紫色

顆粒を認めない. Baryt水 分 別に よりて も著

変を示 さない.

6). 横隔膜筋:筋 纎維核はMtchを 示 し

内に微細顆粒を見 る ことが ある.筋 纎維は淡

紫 色に染 るが顆粒は ない. Baryt水 分 別によ

りても核内の顆粒は残存 してい る.

7). 咬筋:筋 纎維 内に顆粒は認め られず

核はMtehを 呈 し内に1μ 大の顆粒の散在す

るのを見るがBaryt水 分 別後に もなほ残 存す

る.

8). 大脳:皮 質は淡紫 色に染 り維体細胞

並にその他神経細胞は核原形質共に紫染 し原

形質は梢瀰漫性紫 色を呈するか又は微細顆粒

を以 つて充満 さ航る.グ リア細胞の核は濃紫

色 に染 るがRNA顆 粒を認めない. Baryt水

分 別に より維体細胞 その他神経細胞 々体は全

く淡明淡紫色 と化 し顆粒を認めない.

9). 小脳:分 子層 のグ リア細胞 の核は濃

くMtchを 起 して紫色の強い ものとや 淡ゝ く

青色 を呈 している ものが ある.プ ルキンエー

細胞の原形質は紫色に染 り胞体内に微細な紫

色顆 粒を以つ て充 た され るのを見 る.一 部 の

ものは1～2μ 大 に達する粗大塊状 の紫 色顆

粒を少数有 している.顆 粒層及び髓質には紫

色顆 粒を見 ない.Baryt水 分 別に よ りプル キ

ンエー細胞の原形質はなほ淡紫色に染 り顆粒

は消失す るが核は依然Mtchが 著明である.

10). 末梢神経:神 経纎維は淡紫青色に染

るが顆粒は現れ ない. Baryt水 分 別によ りて

も著変 を見ない.シ ユワ ン氏 鞘 細 胞 の核 は

Mtchを 示 し内 に0.5μ 大の顆粒を 認 め之 も

Baryt水 分 別に よりて も影響 されない.

11). 脊髓:灰 白質 の神経細胞は原形質 内

に ニツスル顆粒に一致 して1～3μ 大 の紫 色

顆 粒散在 し一部 は核 の周圍に配列す る.又微細

粉末状顆粒にて充満 される神経細胞 も見 られ

る,之 等の紫 色顆 粒 はBaryt水 分別によつ

て殆 んど全 く消失す る.

白質 の神経膠細胞は核周にわつかに顆粒を

見 るものがある.

12). 舌:粘 膜上皮細胞は淡紫色に染 り核

小体の紫色 を呈する ものが見 られ舌乳頭 の基

底細胞 の原形質は核 と共 に濃紫色 に染 り核原

形質の境 が明瞭に区別出来 ない.

顆 粒層 の細胞になると紫色顆粒は減少 して

核の境が明かにな り原形質は瀰漫性微細顆粒

状 に紫染す る.

上 皮が角化 に近 づ くにつれ て組織 の紫色調

は淡青色調に移行す る即 ちケラ トピア リン物

質 と角質 の分布 に一致 して現 れてい る.

Baryt水 分 別によ り紫色顆粒は融 解す るが

上皮細胞原形質 の紫色顆粒 も融解 して瀰漫性
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に現れ る,粘 膜下組織 の多形 核白血球,単 核

球 の原形質 内に も0.5～1μ 大 の顆 粒 の散 在

す るを認め るが之はBaryt水 分別を行 つて も

なほ残 畄す る.な ほ この部 には 別報 の如 く光

輝細胞存 し核は紫 色に原形質は淡青色 に染つ

て見える.

筋層の筋纎維内に紫色顆粒を認めない.

13). 食道:磚 状上皮内に1μ 大 の紫色顆

粒が不規則に散在 するほか核周及び原形質 内

は 徴 細 粉 末 状 の顆 粒 で 充 され るけれ ども

Mtchは 一般 に弱い,基 底 細 胞では核が暗紫

赤色 に染 り原形質 の顆粒は明瞭でない.Baryt

水分 別を行つて もなほ1μ 大の顆粒は残存す

る.粘 膜下組織の多形核白血球,単 核球,光

輝細胞 の所見は舌に於け る所見 と同様である.

食道腺の粘液は紫赤色に染 り腺細胞基底部 に

は微細顆 粒を瀰漫性 に認 め る細 胞 が あ る.

Baryt水 分 別に よつて この顆 粒は多 くは消失

す るが粘液 の色は変 らない.筋 層 にRNA顆

粒を認め ない.

14). 胃:粘 膜上皮細胞では0.5μ 大 の紫

色顆 粒が散在す る外核膜周圍及 び胞体周辺部

に瀰漫性 に微細顆粒 の充 た されるのを認め る.

Baryt水 分 別に よる と0.5μ 大 の顆 粒 の一

部 が残 つている外微細顆粒は多 く消失す る.

胃腺細胞 内は分泌状態に よつてかな り著 るし

い相違を示 し主細胞 と壁細胞 の間に鼠類に於

けるが如 くRNA含 量 の相違が著 し くない.

則 ち原形質内にや ゝ粗大 な1～1.5μ 大 の顆粒

を有 する もの或は 胞体内に瀰漫性顆粒 の充 た

された ものがある.併 し粘膜上 皮細胞に比 し

顆 粒は 一般 に多 く消失 する.筋 層には顆粒は

見 られ ない,粘 膜下組織 には多形 核白血球,

単核球 のほか肥胖細胞の赤 色 の調 強 い紫 色

0.5μ 大 の顆 粒 が 見 られ るが,こ の顆粒は

Baryt水 分 別に よる後で消失 しない.

15). 小腸:絨 毛上 皮に於 いては核仁は紫

青色を呈 し核 周及 び胞体内に瀰漫性に微細顆

粒を充すのを認め る. Baryt水 分別に よりこ

の微細顆 粒は多 くは消失す る.

腺 底細 胞に於 いて も胞体周辺部 に瀰漫性に

微細 顆粒を充す ものがあ り,Baryt水 分別に

よつて多 くは消失する.筋 層 にRKA顆 粒を

認めず,粘 膜下組織 の多形核白血球,単 核球,

光輝細胞の所見は前記 と同様である.

16). 大腸:粘 膜上 皮細胞 の粘液はわづか

に紫青色 に染つている.腸 腺細胞 に於 ては紫

染物質は核周に多 くは塊状に又胞体 内に瀰漫

性 に染 り顆粒 の形 態 を示 さ な いこと多し.

Baryt水 分 別後には瀰 漫性淡紫 色に染 り顆粒

は融解 している.粘 膜下組織 内の光輝細胞,

単核球,多 形核 白血球 の所見は前記 と同様で

あ り又筋層 にRNA顆 粒を認めない.

17). 肝臟:肝 細胞 の核 膜は明瞭に紫青色

に染 り仁は多 くの ものは紫色調 や ゝ強 く原形

質内には0.5～1.5μ 大 の塊状紫 青 色の顆粒

及 び微細 な顆粒が集つた雲絮状 の ものが見え

る,顆 粒の出現 は細葉周辺 の部 の肝細胞に多

い.

胆管上皮は瀰漫性に青紫色にそまりその内

に0.5μ 大 の顆粒を見 る.Baryt水 分別では

核膜 のMtchは かな りよ く残存するが原形質

の顆粒は消失 して瀰漫性 に淡青色に染つてい

る.星 芒細胞ではその紡錘形又は星形 の胞体

内に1～2μ 前後 円形 のMtch性 紫色顆粒を

や ゝ多数 に認める.こ の顆 粒は赤色調に乏し

い点 とBaryt水 分 別に よつて消失す る点で肥

胖細胞顆粒 と異 つてい る.か つて丸井氏によ

つて犬の星芒細胞が肥胖細胞顆粒を現 すとな

して学界に議論 の種をつ くつたが(総 括参照)

それが誤 りであつた ことが ここには じめて明

かになつた.又 肝細 胞 の空泡 状 顆 粒(所 謂

Cytochondria)の 像は不明瞭である.

18). 膵臟:腺 細胞 ことに細胞基底部に微

細粉末状か ら0.5～2μ 大 の紫色の顆 粒 が甚

だ緻密に存 し核は顆粒に よつて蔽はれて不明

瞭 となつた ものが多い.腺 腔 に近 い部 では

0.5～1.5μ 大の塊状 の顆粒が散在 している.

尚空泡 状顆粒 の像は不 明 瞭である.Baryt水

分 別に より紫赤色 の呈色は殆 んど全部消失 し

核のみぼんや りと現はれてい る,ラ 氏島には

紫色顆粒は殆 んど認め られない.

19). 腎臟:糸 毬体蹄係 の核はMtchを 呈

し内皮に極 く微細な紫色顆粒を少数認める.
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細尿管上皮の原形質は青色に瀰 漫性に染 り内

に微細な淡紫色顆 粒の散在す るを認め,こ の

顆粒はBaryt水 分 別によ り淡 明化す る,又 こ

の部 の核 は 明 瞭 なMtehを 呈 し核 小 体 が

Mtch性 に呈色する. Baryt水 分 別 に よ り糸

毬体細胞 尿管上皮細胞 の核 のMtchも 殆 ん

ど消失する.

20). 膀胱:移 行上 皮細 胞に於 いては核は

Mtchを 呈 し核小体 の紫 赤 色 を呈 し胞体内に

0.5μ 大 の顆粒が少数 散 在 す るを見 る,こ の

顆粒はBaryt水 分 別に よつて もなほ認 め得 ら

れる.

筋層 にRNA顆 粒 を認めない.光 輝細胞の

原形質は淡青 色 に染 り核 内に1～2μ 大の ク

ロマチン結節 を認め この結節はBaryt水 分別

後も残 畄している.

21). 副腎:被 膜は淡紫色に染 り皮質 は糸

球層,網 状層,索 状層 の順 にRNA量 を減ず

る.糸 球層 では核はや ゝ濃縮 した ものあ り原

形質には0.5～1μ 大紫色の塊 状 顆 粒がかな

り緻密に見 える.索 状層 には顆粒は少いが顆

粒の隻界が明瞭である.髓 質は比較 的淡明に

染 り髓質細胞の核周及 び胞体内に微細顆粒を

見る. Baryt水 分 別に より之等 顆 粒 は多 く呈

色性を消失する.

22). 胸腺:網 状織細胞 の核はMtchを 呈

し原形質内に微細 な顆粒 を見 ることあ り,又

間質結締 織に も散在性に1～2μ 円形 紫 青色

の 顆粒を認 め る. Baryt水 分 別に より幾分 淡

明となるが原形質内になほ少数の微細顆粒が

残つている.

ハ ツサル氏 小体を形成す る上 皮細胞では核

端に紫色1μ 大 のMtchを 呈す る顆 粒の見 ら

れるものがある.

23). 子宮:粘 膜上皮細胞 は核周及 び原形

質内は瀰 漫性に濃紫色を呈 した微細顆粒で充

たされBaryt水 分 別を行ふ と顆 粒 の形 態は

失はれ るが原形質は濃紫色 に染つている.腺

上皮では多数 の微細 な顆粒が緻密 に存 し多 く

のものはそのために核 を明かに認め ることが

出来ない.

Baryt水 分 別では顆粒 の形 態の ものは消 夫

す るが瀰 漫性 の紫赤色 の呈色 はかな り強 く残

存 する.粘 膜下組織の多形核白血球,単 核球,

光輝細胞の所見は前記 と同様で筋層 にRNA

顆 粒を認めない.

24). 卵巣:卵 胞上 皮細胞内には1～2μ 大

の顆 粒のほか胞体内に微細顆粒 を充満す るも

のがある. Baryt水 分別を行 うと比較 的大 き

な顆 粒は残 存す るが微細顆粒は消失す る.間

質の細胞内に も小塊状顆 粒の他微細顆粒 を認

めるがBaryt水 分 別によつ て消失す る.

25). 脳下垂体:前 葉 の実 質 細 胞 の核 は

Mtchを 呈 し原形質内には0.5μ 大 の鋭 利 な

紫色顆 粒を中等数有する,後 葉の実質はや ゝ

淡明に染 り殆 んど顆粒はない,間 葉腺細胞は

や 境ゝ界不 明 瞭 な顆 粒 を有 している.Baryt

水分別に よつて前葉,間 葉,細 胞の核はMtch

性に呈色するが胞体 内の徴 細 顆 粒 は消 失 す

る.

26). 甲状 腺:膠 様質 は青色を呈 し濾胞上

皮の核周及 び胞体内に微細粉末状顆 粒を認め

又1.5～2μ 大の 顆 粒 を 見 る こ とが あ る.

Baryt水 分別を行 うと濾胞上 皮細 胞の核はな

ほ呈色するが微細顆粒の多 くは呈色を失 つて

いる.

27). 睾丸:精 原細胞は瀰漫性 に淡紫色 に

染 るが顆粒は少 く精母細胞 の核はMtchを 呈

し胞体内に微細顆粒 を充たす細胞 があ り,精

娘細胞は大体精母細胞に同 じく胞体内に微細

顆粒 を入れ ている.間 細胞内はや ゝ淡紫色を

呈す る1～2μ 大 の小塊状 顆 粒 を数個みる外

少数 の微細顆 粒を認 め る. Baryt水 分 別 によ

り精細胞間細胞内の微細顆粒は多くは消失し

核 が わつ か にMtchを 呈 して い る.

総 括

核酸は蛋 白 と結 合 し又は類 脂質 と結合 した

状態で生体組織内に現れ細胞 の核特 に染 色質

の重要成分 をなすのでその名が生れた.併 し

核酸は二種 あ りその組織化学 的性状及 び生物

学的意義 が著 しく異つていることが明か とな

つた のは比較的最近 の ことである.

則 ち1928年Feulgen反 応 の 発 見 に よ り
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DNA証 明法 が確 立 され 之 と殆 ん ど時を同 じ

くしてCasperssonは 紫外 線 顕 微 鏡 を応 用 し

波長2600A線 を收收す る細 胞 質 内物質 は核

酸に他な らない ことを証 明 し且つ この物質が

Feulgen反 応 陰性で あることか らRNAで あ

る とした.こ の結論は大網 に於 て誤 りがない

が蛋 白 と結 合 していないOligonucleotide-Mo

nonucleotideはDNA系 のものもFeulgen法

の加水分解 に際 して抽出 され て反 応 に与 り

得 ないこ とに注意 しなければな らない.(浜

崎)11)

一方柴谷6)氏 はRNAを 多 く含有する細胞

質 として次の3の 傾向を示摘 している.

1). 急激に増殖 している細胞(植 物 の根端

細胞,癌 細胞,造 血細胞,胚 細胞).

2). 盛 んに蛋 白質 を分 泌す る細胞(唾 腺漿

液 腺,膵 臟外分泌腺,胃 腸 粘膜,肝 臟)

3). 蛋 白質を蓄積 した細胞(卵).

しか しRNAとDNAは 化学構造上か ら近

親関係にある ことは否めないので以前か ら生

体 内に於 ける両者 の関係が研究課題 として し

ば しば取 り上げ られ たが まだ十分 な結論 が得

られ ていない.今 回の実験 に於 いて明か とな

つた犬組織 内RNAの 分布を前回に報告 した

DNA系 物質 たるCr. KEGの 分布 と比較 し

て見 る と犬に於いて も膵臟や神経細胞は最 も

RNA含 量に富むがKESは 甚 だ少 く又 心 臟

に於 いては反対 にKESは 甚 だ多量 に存 すが

RNAは 殆 んど全 く認 め られない.同 様 に腎

臟に於いてはKESは 大 量 に存す るがRNA

は少い,し か し小腸,大 腸 粘膜上皮細胞,肝

細胞,大 脳神経細胞,小 脳プル キンエー細胞

等 にはRNA, KEU,と もに中等 量存す るの

を認あた.

上記膵臟,心 臟及 び腎臟に於け るRNAと

KESの 拮抗的分布か ら考 える と両 者 は 核酸

代 謝の上か らも細胞機能 の上か らも互 に関連

す る所は少い と見 るべ きである.併 し又 反面

か ら考察する とRNA及 びKFSは 共に細 胞

に とつ て機能営為 のため には必要缺 くべか ら

ざる物質 と思はれ るに拘 らず上記 の重要臟器

では何れか一方が非常 に大 量に存 し他方は殆

んど峡如す ることを思い合 す と機能 の上では

両者が互 に代行 し得 るのでないか と言ふ考が

浮ぶのである.但 しRNA顆 粒 とKEGと の

間に直接 形態上の移行は認 め られない.

Barchet7)が ウニの受精卵 や〓 胎 の組 織 化

学 的研究か ら又Mitchell8)及 びStowell9)は 生

体 の×線照 射 実 験 か らRNAがDNAに 移

行する と言 う説をたてたが,最 近ではこの説

は余 り顧み られていない.併 し蛋 白合成の盛

んな細胞にRNAが 多量 に存する と云ふ説に

合致 して犬で も膵細胞,神 経細胞,肝 細胞,

舌表皮顆粒細胞,胃 腸 粘膜上皮細胞に多量に

RNAが 見 られた.

既 に浜崎教授等 が指摘せ るが如 くRNAは

上皮性細胞に於 いては顆粒状 をな し間葉性細

胞では無定形になつて現はれる事 は犬に於い

て も大体同様であるがg泡 状顆粒(所 謂Cyto

chondria)は 鼠,難 などに較べると不 明 瞭で

ある.犬 の肝細胞に於 いては顆粒は微細雲絮

状に現はれ ることあ り,又 大脳の錐体細胞並

に神経細胞 の原形質は瀰漫性紫色を呈するか

又は微細顆粒 を以 て充満 される,食 道に於い

ては磚 状上 皮の核 周及 び原形質内に微細粉末

状 のRNA顆 粒を充 し殊に胚細胞に於いて明

瞭である.胃 に於 いては粘膜上皮細胞では核

周及 び胞体 周辺部 に瀰漫性に徴細なRNA顆

粒 の充 され るを見又 胃腺細胞内に もRNA顆

粒に富むが鼠類 に於け るが如 く主細胞 と壁細

胞 の間にRNA含 量 の相違が著 るしくない,

小腸 に於いては絨 毛上 皮細胞は勿論腺底細胞

の中に もその核周及び胞体内に瀰漫性徴細な

RNA顆 粒が充 されてい る.し か し鼠 類に見

られ る様な上皮細胞核端 か らクチ クラ縁に並

ぶ微細 な顆粒を見ない.

 次に肥胖細胞の起源については今なほ学者

の意見が一致 していない.丸 井 氏 及 び新 井

氏10)は犬 の星芒細胞及び血管内皮細胞は肥胖

細胞 と同様の塩基性 アニ,リン色素に異調染色

を起す顆粒を有 していて原形質突起を短縮 し

て円形 となって血管壁か ら遊離すると肥胖細

胞 と区別がつかな ものが出来 る.実 際犬の門

脉 血中の肥胖 細胞 熱 と肝 静脉血 中のそれを数
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的に見ると後者が前者に優つていると発表し

た.此 の所見か らして両氏は清野氏が高等脊

椎動物の造血第3期 では組織球性細胞は完全

に分化を遂げた細胞に属くし他種細胞ことに

血液細胞を生産することは生理的にも病理的

にも出来ないと言 う組織球細胞説に強く反対

した.当 時丸井氏及び新井氏の発表 した組織

形態学的論拠は正 しい と見 な され清野氏の説

が不利に見 えた.私 の本実験 に於いて も丸井

氏等の所見に一致 して星芒細胞に異調染色性

の顆粒を確認 した.し か しこの顆 粒は本来 の

肥胖細胞顆粒 とはちがつてBaryt水 で抽出 さ

れ明らかにRNA顆 粒であ ることが 明白とな

つた.

即ち1925年 来膠着 状 態 にあつたこの難問

題が私の実験 で氷解 されたわけであるが,之

は全 く近代核酸化学 を組織形態学 に取 り入れ

た賜であると言わなければな らない.

結 語

従来犬の組織につ いてのRNAの 分布 を検

査 した文献が見当 らないので之が系統的組織

化学的研究 を行 つて学術上 貴 重 な 成 績 を得

た.

1). かつ て犬の網状織細胞が好塩基性 異調

染色顆粒を現 しこれが肥胖細胞顆粒 と同定せ

られたために後者 と組織球性細胞 との関連或

は之等細胞 の発生に関する見 解の相違 が長年

膠 着状態にあつたが,本 実験に よつて問題の

顆粒 はRNAで あつて 肥 胖細 胞顆 粒 とは全

然性質 の ことなるものであることが証明 され

た.

2). 犬の全身主要臟器組織27ケ 所について

RNAの 検索 を行 つた ところに よると,従 来

信 じられている様 に犬に於いて も蛋 白合成 の

盛 んな細胞にRNAが 多量に検出 された.例

えば膵細胞,神 経細胞,肝 細胞,胃 腸上皮細

胞,舌 上皮顆 粒細胞等.

3). RNAの 分布を前篇 のKESの 分 布 と

比 較すると心臟,膵 臟,神 経細胞 などでは両

者は拮抗 的の分布 を示 している.但 し鼠類 で

は胃底腺主細胞 と壁細胞に七 この傾向が明瞭

に現われるが犬では明かでない.

4). 犬に於 いて もRNAは 上 皮性細胞では

顆粒状物質 として,又 間葉性細胞では無定形

物質 として現はれる傾向は認 め得 られ るが,

室泡状顆 粒は鼠 や〓 の組織 のように明瞭でな

い.

終 りに臨み御懇篤な御指導 と御校閲 を賜 はつた恩

師浜 崎教授に深甚なる謝意 を表 します.

正 常 犬 組 織 に 於 け る リ ボ 核 酸 の 分 布
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